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関
口
安
義
著
『
評
伝
長
崎
太
郎
』

河
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雄
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こ
こ
二
十
年
、
関
口
安
義
氏
は
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
同
時
代
の
人
々
の

評
伝
の
執
筆
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
現
在
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
評

伝
豊
島
与
志
雄
』（
昭
和
六
十
二
年
十
一
月

未
来
社
）
、
『
評
伝
松
岡
譲
』（
平
成

三
年
一
月

小
沢
書
店
）
、
『
評
伝
成
瀬
正
一
』（
平
成
六
年
八
月

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
出
版
部
）
、
『
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
時
代
』（
平
成
十
一
年
三
月

筑
摩
書

房
）
、
『
恒
藤
恭
と
そ
の
時
代
』（
平
成
十
四
年
五
月

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

出
版
部
）
、
『
悲
運
の
哲
学
者

評
伝
藤
岡
蔵
六
』（
平
成
十
六
年
七
月

イ
ー
・

デ
ィ
ー
・
ア
イ
）
。
こ
の
評
伝
シ
リ
ー
ズ
に
、
新
た
に
『
評
伝
長
崎
太
郎
』

が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

長
崎
太
郎
（
一
八
九
二
―
一
九
六
九
）
は
芥
川
龍
之
介
の
第
一
高
等
学
校

の
同
級
生
で
、
後
年
、
京
都
市
立
美
術
大
学
の
学
長
に
就
任
し
た
教
育
者

で
あ
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

『
評
伝
長
崎
太
郎
』
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

長
崎
太
郎
へ
の
旅

第
一
章

故
郷
と
生
い
立
ち

一

高
知
県
安
芸
市

二

父
母
と
家
系

三

小
学
校
と
中
学
校

四

キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い

第
二
章

一
高
の
青
春

一

無
試
験
検
定
ト
ッ
プ
合
格

二

学
友
た
ち

三

深
ま
る
信
仰

四

井
川
恭
と
の
交
わ
り

第
三
章

菊
池
寛
の
退
学
事
件

一

菊
池
寛
と
佐
野
文
夫

二

事
件
の
新
解
釈

三

誓
言
を
破
る

四

若
き
太
郎
の
悩
み

第
四
章

佐
野
文
夫
の
そ
の
後

一

悔
悟
の
一
夏

二

父
の
愛

三

大
学
中
退
と
左
傾

四

日
本
共
産
党
初
代
委
員
長

第
五
章

進
路
の
変
更

一

卒
業
記
念
旅
行

二

京
都
大
学
法
学
部

三

大
学
自
治
と
佐
々
木
惣
一

四

友
情
と
二
人
の
森
先
生

第
六
章

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代

一

結
婚
と
日
本
郵
船
入
社

二

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
へ

三

美
術
館
め
ぐ
り
と
古
書
の
収
集

四

日
本
の
ブ
レ
イ
キ
ア
ン

第
七
章

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
旅
行

一

教
育
へ
の
夢

二

パ
リ
へ

三

イ
タ
リ
ア
の
旅

四

美
術
教
育
家
の
素
地

第
八
章

教
育
界
へ
の
転
身

一

旧
制
武
蔵
高
校
教
授
に

二

山
本
良
吉
と
武
蔵
高
校

三

京
都
大
学
学
生
主
事
に

四

京
大
事
件

第
九
章

激
動
の
時
代
の
中
で

一

東
洋
美
術
と
短
歌

二

弟
、
長
崎
次
郎
の
活
躍

三

高
岡
高
商
校
長
に
就
任

四

旧
制
山
口
高
校
長
と
な
る

第
十
章

美
術
教
育
者
と
し
て



一

京
都
市
立
美
術
大
学
長

二

美
術
教
育
者
の
養
成

三

京
都
美
大
事
件

四

安
芸
へ
帰
る

長
崎
太
郎
年
譜

あ
と
が
き

事
項
索
引

人
名
索
引

本
書
は
タ
イ
ト
ル
に
評
伝
と
あ
る
。
故
に
、
本
書
単
体
で
、
個
人
史
と

し
て
一
般
に
読
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
間
違
い
で
は

な
い
。

例
え
ば
、
昭
和
十
四
年
に
、
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
や
鈴
木
大
拙
の
禅
学

に
影
響
を
受
け
た
久
松
真
一
や
、
大
徳
寺
派
の
宗
教
人
で
あ
る
立
花
大
亀

と
と
も
に
、
長
崎
太
郎
は
参
禅
の
会
「
真
人
会
」
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の

翌
年
に
は
、
土
屋
文
明
に
師
事
し
作
歌
を
始
め
る
。
関
口
氏
に
よ
る
と
、

長
崎
太
郎
が
同
会
を
作
り
、
作
歌
を
始
め
た
の
は
、
京
都
帝
国
大
学
学
生

課
長
の
激
務
を
乗
り
切
る
た
め
、
精
神
を
統
一
し
て
仕
事
に
当
た
る
た
め

で
あ
っ
た
。
久
松
真
一
や
立
花
大
亀
が
参
禅
の
会
を
作
る
の
は
分
か
る
。

し
か
し
、
中
学
生
の
頃
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
や
そ
の
芸
術
に
深
い
関
わ
り
の

あ
る
長
崎
太
郎
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の

時
期
に
い
わ
ゆ
る
日
本
的
な
も
の
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
精
神
を
静

め
よ
う
と
す
る
の
は
興
味
深
い
。

あ
る
い
は
、
京
都
市
立
美
術
大
学
を
去
り
、
最
晩
年
を
故
郷
の
高
知
県

安
芸
市
で
過
ご
す
長
崎
太
郎
が
、
残
さ
れ
た
時
間
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

伝
道
者
・
森
勝
四
郎
の
伝
記
を
書
く
の
に
費
や
し
た
の
も
面
白
い
。
長
崎

太
郎
が
伝
記
を
書
い
て
も
お
か
し
く
な
い
人
物
は
、
他
に
も
百
島

操

牧

も
も
じ
ま
み
さ
お

師
や
終
生
の
師
・
佐
々
木
惣
一
な
ど
、
大
勢
い
る
か
ら
で
あ
る
。

個
人
史
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
付
け
加
え
て
お
く
と
、
本
書
は
長
崎
太

郎
の
周
辺
の
人
達
に
注
目
し
て
読
ん
で
も
、
得
る
も
の
が
多
い
。

例
え
ば
、
長
崎
太
郎
の
弟
・
次
郎
の
出
版
事
業
に
つ
い
て
、
第
九
章
で

詳
し
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
長
崎
次
郎
の
長
崎
書
店
は
、
昭
和
期
に
お
け

る
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
書
籍
の
出
版
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
落
と
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
小
川
正
子
に
よ
る
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

救
済
状
況
を
書
い
た
『
救
癩
手
記

小
島
の
春
』（
昭
和
十
三
年
十
一
月
）
が
、

二
百
二
十
版
、
二
十
二
万
冊
を
数
え
る
と
い
う
ま
さ
か
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
記
録
し
た
時
、
次
郎
は
沖
縄
に
「
癩
者
」
の
た
め
の
寮
を
寄
付
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
長
崎
太
郎
の
第
一
高
等
学
校
の
同
級
生
で
あ

る
佐
野
文
夫
に
関
し
て
は
、
特
に
一
章
が
割
か
れ
て
お
り
、
本
書
は
日
本

共
産
党
初
代
委
員
長
の
佐
野
文
夫
の
個
人
史
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
個
人
史
と
し
て
本
書
が
単
体
で
読
ま
れ

る
こ
と
は
、
関
口
氏
の
狙
い
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
氏
が

「
は
じ
め
に
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

（
引
用
文
中
の
傍
線
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
）
。

芥
川
龍
之
介
と
そ
の
周
辺
の
人
々
を
研
究
対
象
と
し
、
近
代
日
本
の

知
識
人
の
精
神
史
を
考
え
よ
う
と
す
る
わ
た
し
は
、
早
く
か
ら
こ
の

人
物
に
光
を
当
て
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。



精
神
史
、
つ
ま
り
、
時
代
精
神
の
一
要
素
と
し
て
長
崎
太
郎
（
そ
の
思

想
等
）
を
解
し
、
他
の
様
々
な
要
素
と
関
係
付
け
る
こ
と
で
、
多
様
で
豊

か
な
流
れ
と
し
て
精
神
を
構
築
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
精
神
の
産
物
と

し
て
芸
術
を
理
解
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
超
越
論
的
な
時
代
精
神
を
構

築
す
る
こ
と
が
、
氏
の
狙
い
で
あ
る
。

精
神
史
を
考
え
る
上
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
相
異
な
り
な
が
ら
共

存
す
る
諸
要
素
を
、
豊
か
さ
と
し
て
い
か
に
描
き
出
す
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
氏
は
『
賢
治
童
話
を
読
む
』（
平
成
二
十
年
十
二
月

港
の
人
）
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

宮
沢
賢
治
と
芥
川
龍
之
介
は
、
実
は
同
時
代
を
生
き
た
人
な
の
で

あ
る
。（
略
）
こ
の
二
人
の
同
時
代
人
を
比
較
・
対
照
す
る
こ
と
は
、

近
代
日
本
を
生
き
た
知
識
人
の
精
神
史
の
解
明
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

わ
た
し
は
芥
川
を
よ
り
包
括
的
に
捉
え
る
た
め
、
そ
の
周
辺
に
も

光
り
を
当
て
て
き
た
。
そ
う
し
た
研
究
経
歴
を
経
て
、
日
本
の
近
代

を
把
握
す
る
に
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
賢
治
と
龍
之
介
と
い
う
ま
っ
た
く

異
質
の
二
つ
の
個
性
を
ぶ
つ
け
て
み
る
の
が
よ
い
と
の
考
え
が
、
次

第
に
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
読
者
が
注
目
す
べ
き
は
、
氏
が
宮
沢
賢
治
と
芥
川
龍
之
介
の

類
似
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
よ
り
は
む
し
ろ
、
類
似
を
指
摘
し
て
い

な
い
個
所
、
指
摘
し
得
ぬ
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
『
賢
治
童

話
を
読
む
』
と
『
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
時
代
』
を
往
復
し
つ
つ
読
み
、
相

異
な
る
諸
要
素
の
関
わ
り
合
い
を
発
見
す
る
時
、
時
代
精
神
の
豊
か
さ
が

垣
間
見
ら
れ
る
。
「
ま
っ
た
く
異
質
の
二
つ
の
個
性
」
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
二
つ
の
間
に
幅
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
二
つ
の
異
質

な
要
素
の
間
に
、そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
要
素
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
、
右
翼
と
極
左
（
講
座
派
）
の
間
に
、
議
会
に
よ
る
民
主
主
義

を
認
め
る
労
農
派
を
位
置
付
け
、
そ
れ
ら
を
反
発
し
合
い
つ
つ
共
存
す
る

要
素
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
。

『
評
伝
長
崎
太
郎
』
の
場
合
は
、
往
復
の
対
象
と
な
る
の
は
『
芥
川
龍

之
介
と
そ
の
時
代
』
だ
け
で
は
な
い
。
評
伝
シ
リ
ー
ズ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
氏
は
『
評
伝
長
崎
太
郎
』
に
お
い
て
、
長
崎
太
郎
の
キ
リ
ス

ト
教
体
験
に
言
及
す
る
形
で
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
多
様
性
を

示
し
て
い
る
。
長
崎
太
郎
の
通
っ
た
高
知
県
安
芸
市
の
安
芸
教
会
（
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
）
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
信
仰
告
白
の
立
場
を
と
る
日
本
基

督
教
会
の
牧
師
に
よ
り
、
布
教
活
動
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治

四
十
一
年
に
同
教
会
に
赴
任
し
た
百
島
操
は
、
日
本
基
督
教
会
の
考
え
方

か
ら
次
第
に
離
れ
て
い
く
。

百
島
は
大
正
期
、
大
阪
東
教
会
で
活
動
し
た
が
、
そ
の
社
会
主
義
的
発

言
か
ら
警
察
当
局
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
安
芸
市
に
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
日
本
基
督
教
会
系
以
外
の
牧
師
も
い
た
。
前
述
の
森
勝
四

郎
は
そ
の
一
人
で
あ
る
。
明
治
四
十
五
年
一
月
、
安
芸
教
会
で
何
度
か
説

教
を
し
た
こ
と
の
あ
る
森
は
、
森
に
従
う
安
芸
教
会
の
信
徒
と
共
に
安
芸

基
督
教
講
義
所
を
開
設
、
安
芸
教
会
は
分
裂
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、

一
口
に
長
崎
太
郎
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
と
言
っ
て
も
、
そ
の
内
容
は



実
に
多
様
な
の
で
あ
る
。
長
崎
太
郎
に
限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
云

々
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
関
口
氏
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
『
高
知
教
会
創

立
九
十
年
記
念
誌
』（
昭
和
五
十
一
年
三
月

日
本
基
督
教
団
高
知
教
会
）
な
ど
を

繙
き
、
そ
の
地
に
は
ど
の
よ
う
な
教
会
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
思
想
・
精

神
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。そ

し
て
、
『
評
伝
松
岡
譲
』
に
目
を
移
す
と
、
同
じ
く
大
正
期
、
仏
教

哲
学
に
造
詣
の
深
い
松
岡
譲
の
『
法
城
を
護
る
人
々
』（
全
三
巻

大
正
十
二

年
六
月
―
大
正
十
五
年
五
月

第
一
書
房
）
は
、
本
願
寺
派
の
仏
教
が
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
と
相
異
な
り
な
が
ら
時
に
相
似
形
を
描
き
つ
つ
展

開
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
評
伝
長
崎
太
郎
』
と
『
評
伝
松
岡

譲
』
を
往
復
す
る
時
、
多
様
な
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
的
土
壌
と
、
大
正
期

の
新
仏
教
運
動
の
産
物
と
し
て
文
学
作
品
を
捉
え
直
す
こ
と
が
可
能
と
な

ろ
う
。

あ
る
い
は
、
長
崎
太
郎
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ブ
レ
イ
ク
な
ど
の
版
画
を

数
多
く
手
に
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
か
ら
明
治
・
大
正
の
浮
世
絵
を
集

め
る
よ
う
に
な
る
。
長
崎
太
郎
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
商
か
ら
西
洋
版

画
の
鑑
賞
の
手
解
き
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
で
日
本
の
絵
画
と
出
会
っ
た
訳

で
あ
る
。

『
芥
川
龍
之
介
と
そ
の
時
代
』
に
目
を
移
す
と
、
芥
川
龍
之
介
も
長
崎

太
郎
同
様
、
西
洋
画
の
鑑
賞
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
。
大
正
期
、
雑
誌
『
白

樺
』
は
積
極
的
に
西
洋
の
芸
術
と
鑑
賞
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。
芥
川
龍

之
介
と
同
時
代
の
青
年
達
に
と
っ
て
、
西
洋
画
と
そ
の
鑑
賞
方
法
は
身
近

な
も
の
で
あ
り
、
か
え
っ
て
日
本
画
の
方
が
異
質
な
も
の
に
見
え
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
芥
川
龍
之
介
の
場
合
は
、

西
洋
画
へ
の
親
近
感
だ
け
で
な
く
、
「
支
那
」
趣
味
と
い
っ
た
要
素
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
は
長
崎
県
で
唐
画
と
と
も
に
日
本
画

と
出
会
っ
て
い
る
。
主
題
や
カ
ン
バ
ス
の
有
無
な
ど
、
唐
画
と
西
洋
画
と

で
は
鑑
賞
方
法
が
自
ず
と
異
な
る
。
唐
画
と
日
本
画
も
当
然
鑑
賞
方
法
は

異
な
る
の
で
、
長
崎
太
郎
と
芥
川
龍
之
介
と
で
は
、
日
本
画
と
出
会
う
と

い
っ
て
も
、
鑑
賞
方
法
な
ど
、
出
会
い
方
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
関
口
氏
の
評
伝
シ
リ
ー
ズ
間
の
往
復
運
動
に
よ
り
、
彼
ら
の
日
本

画
と
の
出
会
い
・
日
本
画
観
は
一
枚
岩
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

る
。最

も
不
毛
な
精
神
史
は
、
単
一
的
・
直
線
的
で
、
再
構
成
の
余
地
の
無

い
も
の
で
あ
る
。
何
を
前
景
化
し
、
問
題
に
す
る
の
か
に
合
わ
せ
て
、
様

々
な
形
で
諸
要
素
を
再
構
成
で
き
る
豊
か
さ
が
無
け
れ
ば
、
精
神
史
と
し

て
価
値
は
無
い
。
不
毛
な
精
神
史
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
関
口
氏
が
と
っ
た
戦

略
は
、
評
伝
を
往
復
可
能
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
で
あ

る
。
氏
の
評
伝
シ
リ
ー
ズ
を
諸
要
素
の
差
異
に
注
目
し
て
読
む
こ
と
で
、

精
神
史
的
研
究
の
有
効
性
が
明
ら
か
に
な
る
。
各
評
伝
の
巻
末
に
付
さ
れ

た
人
名
・
事
項
の
索
引
は
、
差
異
に
注
目
す
る
上
で
の
一
助
と
な
る
。

（
二
〇
一
〇
年
十
月

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部

三
七
〇
頁

五
五
〇
〇
円

＋
税
）

（
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員
）
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